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PWM昇圧DC/DCコンバータ

■ 概要

■ アプリケーション

RH5RH××1A/××2B/××3Bシリーズ

●バッテリー使用機器の定電圧源
●カメラ、ビデオ、電子手帳、携帯用通信機器の定電圧源
●携帯オーディオ機器等低ノイズ、低消費電流が要求される機器の定電圧源
●電池電圧より高い電圧を必要とする機器の定電圧源

RH5RH××1A/××2B/××3BシリーズはCMOS技術を用いて開発したPWM制御型昇圧DC/DCコンバータICで
す。
××1Aタイプの内部は、発振回路、PWMコントロール回路、制御トランジスタ（Lxスイッチ）、基準電圧源、誤
差増幅回路、位相補償回路、電圧検出抵抗、スロー・スタート回路、Lxスイッチ保護回路からなっており、コイル、
ダイオード、コンデンサのわずか3部品を外付けするだけで、低リップル、高効率の昇圧DC/DCコンバータを構成で
きます。
このため、従来のPWM方式で必要とされた複雑な外付け部品は一切必要ありません。

本ICシリーズは、新開発のPWM制御回路により、比較的低消費電流のVFM（チョッパ）制御型昇圧DC/DCコン
バータにも匹敵する自己消費電流、TYP. 15µA（RH5RH301A）を実現しております。
さらに、入力電圧＞（出力電圧設定値＋ダイオードとコイルによる電圧降下）のときは、発振回路を停止し自己

消費電流をTYP. 2µAに抑えます。
従来、低リップルを必要としながら、消費電流の関係でPWM方式のDC/DCコンバータを採用できなかったユー

ザーにもお薦めいたします。
××2B/××3Bタイプの内部は××1Aタイプと同じチップを用いており、外付トランジスタのドライブ端子（EXT）
を設けております。ON抵抗の小さなパワートランジスタを外付けすることによりコイルに大電流を流すことができ、
従って大きな出力電流を取り出すことができます。数10～数100mAの大きな出力電流を必要とするお客様にお勧め
いたします。
××3Bタイプの内部には更に加えて、チップイネーブル回路を内蔵しており、スタンバイ状態での消費電流を

MAX. 0.5µAにすることが可能です。
高性能と低消費電流を兼ね備えたバッテリーユースに適した製品です。

■特長
●外付け部品が少ない ...................................コイル・ダイオード・コンデンサのみ（××1Aタイプ）
●自己消費電流が小さい...............................TYP. 15µA（RH5RH301A）
●低リップル、低ノイズ
●低動作開始電圧（出力電流1mA時） .....MAX. 0.9V

●高出力電圧精度 ..........................................±2.5％
●高効率 ..........................................................TYP. 85％
●出力電圧の温度ドリフトが小さい ............TYP. ±50ppm/℃
●スロー・スタート内蔵 ................................MIN. 500µs

●小型パッケージ ...........................................SOT-89（××1A、××2B）、SOT-89-5（××3B）
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RH5RH

■ ブロック図
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■ セレクションガイド

RH5RHシリーズは、出力電圧、タイプ、テーピングの方向を用途によって選択指定することができます。
選択指定の方法はデバイス型式ナンバーを用いて下記のように行ないます。

RH5RH××××－××　←型式ナンバー
↑ ↑ ↑
a b c

出力電圧（VOUT）の指定に用います。
VOUTの指示は2.7～7.5Vの範囲内で0.1V単位にて指定可能です。

タイプの指定に用います。
1A......内蔵Lx Tr専用タイプ（発振周波数：50kHz）
2B......外付けTrドライブ専用タイプ（発振周波数：100kHz）
3B......内蔵Tr／外付けTr選択タイプ（発振周波数：100kHz、チップイネーブル機能付き）

テーピングの指定に用います。（テーピング仕様参照）
T1、T2で方向を示します。
テーピング方向はT1が標準仕様です。

番　号 内　　　　　容

a

c

b

｝｝

例えば、出力電圧が5 . 0Vで外付けTrドライブ専用タイプ、テーピング方向がT1の場合の型式ナンバーは
RH5RH502B-T1となります。

Error Amp.（誤差増幅回路）はDC gain 80dBを持ちPhase comp.（位相補償回路）によりfp＝0.25Hzの1st pole
とfz＝2.5kHzのzero点の周波数特性を得ています。またOUT端子に接続されている電圧分割抵抗とコンデンサによ
りfz＝1.0kHzのzero点を得ています。

＊）Lx端子...........××1A、××3Bのみ
EXT端子........××2B、××3Bのみ
CE端子..........××3Bのみ

｝
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RH5RH

■ 端子接続図

■ 端子説明

● SOT-89 ● SOT-89-5

××3Bタイプ�

1 2 3

(mark side)

5 4

端子No.

××1A ××2B ××3B

1 1 5

2 2 2

3 ─ 4

─ 3 3

─ ─ 1

端子名 機　　　　能

VSS グラウンド端子

OUT 昇圧出力電圧監視、IC内部電源供給端子

Lx スイッチング端子（オープンドレイン）

EXT 外付Trドライブ端子（CMOS出力）

CE チップイネーブル端子（Lowアクティブ）
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■ 絶対最大定格

絶対最大定格

絶対最大定格とは、いかなる条件の下でも、瞬時たりとも超過してはならない限界値で、また、どの２つの項目も同
時に達してはならない値を定めており、絶対最大定格値を超えて使用した場合、劣化または破壊する可能性があると
いうもので、絶対最大定格内全てでの動作を保証するものではありません。

記　号 項　　目

VOUT OUT端子電圧

VLX Lx端子電圧＊1

VEXT EXT端子電圧＊2

VCE CE端子電圧＊3

ILX Lx端子出力電流＊1

IEXT EXT端子電流＊2

PD 許容損失

Topt 動作周囲温度

Tstg 保存周囲温度

Tsolder ハンダ付け条件

定　格　値 単位

12 V

12 V

－0.3～VOUT＋0.3 V

－0.3～VOUT＋0.3 V

250 mA

±50 mA

500 mW

－30～＋80 ℃

－55～＋125 ℃

260℃　10s（リード部）

＊1）××1A、××3Bタイプに適用
＊2）××2B、××3Bタイプに適用
＊3）××3Bタイプに適用

Vss＝0V
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■電気的特性

記　号 項　　目

VOUT 出力電圧

VIN 最大入力電圧

Vstart 動作開始電圧

Vhold 動作保持電圧

IDD1 消費電流1

IDD2 消費電流2

ILX Lxスイッチ電流

ILXleak Lxリーク電流

fosc 発振周波数

Maxdty 最大デューティ比

η 効率

tstart スロースタート時間＊1

VLXlim VLX制御電圧＊2

測　定　条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

2.925 3.000 3.075 V

8 V

IOUT＝1mA、VIN：0→2V 0.8 0.9 V

IOUT＝1mA、VIN：2→0V 0.7 V

OUT端子を測定 15 25 µA

OUT端子を測定、VIN＝3.5V 2 5 µA

VLX＝0.4V 60 mA

VLX＝6V、VIN＝3.5V 0.5 µA

40 50 60 kHz

on (VLX“L”) 側 70 80 90 ％

70 85 ％

VOUT＝3Vに上がる時間 0.5 2.0 ms

Lxスイッチon時 0.65 0.8 1.0 V

VOUT＝3.0V
●RH5RH301A

指定の無いとき：VIN＝1.8V、VSS＝0V、IOUT＝10mA、Topt＝25℃、基本回路例（図1）の外付け回路

＊1）スロースタート回路のシーケンスは次の通りです。
VIN印加→約200µs間基準電圧源Vref＝0Vに保持→この間に誤差増幅回路出力＝“H”へ→Vrefが立ち上がった後、誤差増幅
回路出力が内部位相補償回路の作用により少しずつ適正値まで下がる。出力もそれに合わせて徐々に上がる。

＊2）ILXはLxスイッチon後徐々に増加し、これにともないVLXも大きくなります。VLXlimまで達すると、Lxスイッチ保護回路によりLx

スイッチをoffします。



6

RH5RH

記　号 項　　目

VOUT 出力電圧

VIN 最大入力電圧

Vstart 動作開始電圧

Vhold 動作保持電圧

IDD1 消費電流1

IDD2 消費電流2

ILX Lxスイッチ電流

ILXleak Lxリーク電流

fosc 発振周波数

Maxdty 最大デューティ比

η 効率

tstart スロースタート時間＊1

VLXlim VLX制御電圧＊2

測　定　条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

4.875 5.000 5.125 V

8 V

IOUT=1mA、VIN：0→2V 0.8 0.9 V

IOUT=1mA、VIN：2→0V 0.7 V

OUT端子を測定 30 45 µA

OUT端子を測定、VIN＝5.5V 2 5 µA

VLX＝0.4V 80 mA

VLX＝6V、VIN＝5.5V 0.5 µA

40 50 60 kHz

on (VLX“L”) 側 70 80 90 ％

70 85 ％

VOUT＝5Vに上がる時間 0.5 2.0 ms

Lxスイッチon時 0.65 0.8 1.0 V

VOUT＝5.0V
●RH5RH501A

指定の無いとき：VIN＝3V、VSS＝0V、IOUT＝10mA、Topt＝25℃、基本回路例（図1）の外付け回路

＊1）スロースタート回路のシーケンスは次の通りです。
VIN印加→約200µs間基準電圧源Vref＝0Vに保持→この間に誤差増幅回路出力＝“H”へ→Vrefが立ち上がった後、誤差増幅
回路出力が内部位相補償回路の作用により少しずつ適正値まで下がる。出力もそれに合わせて徐々に上がる。

＊2）ILXはLxスイッチon後徐々に増加し、これにともないVLXも大きくなります。VLXlimまで達すると、Lxスイッチ保護回路によりLx

スイッチをoffします。
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記　号 項　　目

VOUT 出力電圧

VIN 最大入力電圧

Vstart 発振開始電圧

IDD1 消費電流1

IDD2 消費電流2

IEXTH EXT“H”出力電流

IEXTL EXT“L”出力電流

fosc 発振周波数

Maxdty 最大デューティ比

tstart スロースタート時間＊1

測　定　条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

2.925 3.000 3.075 V

8 V

EXT無負荷、VOUT：0→2V 0.7 0.8 V

EXT無負荷、VOUT＝2.88V 30 50 µA

EXT無負荷、VOUT＝3.5V 2 5 µA

VEXT＝VOUT－0.4V －1.5 mA

VEXT＝0.4V 1.5 mA

80 100 120 kHz

VEXT“H”側 70 80 90 ％

VOUT＝3Vに達する時間 0.5 2.0 ms

VOUT＝3.0V
●RH5RH302B

指定の無いとき：VIN＝1.8V、VSS＝0V、IOUT＝10mA、Topt＝25℃、基本回路例（図2）の外付け回路

＊1）スロースタート回路のシーケンスは次の通りです。
VIN印加→約200µs間基準電圧源Vref＝0Vに保持→この間に誤差増幅回路出力＝“H”へ→Vrefが立ち上がった後、誤差増幅
回路出力が内部位相補償回路の作用により少しずつ適正値まで下がる。出力もそれに合わせて徐々に上がる。

記　号 項　　目

VOUT 出力電圧

VIN 最大入力電圧

Vstart 発振開始電圧

IDD1 消費電流1

IDD2 消費電流2

IEXTH EXT“H”出力電流

IEXTL EXT“L”出力電流

fosc 発振周波数

Maxdty 最大デューティ比

tstart スロースタート時間＊1

測　定　条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

4.875 5.000 5.125 V

8 V

EXT無負荷、VOUT：0→2V 0.7 0.8 V

EXT無負荷、VOUT＝4.8V 60 90 µA

EXT無負荷、VOUT＝5.5V 2 5 µA

VEXT＝VOUT－0.4V －2 mA

VEXT＝0.4V 2 mA

80 100 120 kHz

VEXT“H”側 70 80 90 ％

VOUT＝5Vに達する時間 0.5 2.0 ms

VOUT＝5.0V
●RH5RH502B

指定の無いとき：VIN＝3V、VSS＝0V、IOUT＝10mA、Topt＝25℃、基本回路例（図2）の外付け回路

＊1）スロースタート回路のシーケンスは次の通りです。
VIN印加→約200µs間基準電圧源Vref＝0Vに保持→この間に誤差増幅回路出力＝“H”へ→Vrefが立ち上がった後、誤差増幅
回路出力が内部位相補償回路の作用により少しずつ適正値まで下がる。出力もそれに合わせて徐々に上がる。
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● RH5RH303B

記　号 項　　目

VOUT 出力電圧

VIN 最大入力電圧

Vstart 動作開始電圧

Vhold 動作保持電圧

η 効率

IDD1 消費電流1

IDD2 消費電流2

ILX Lxスイッチ電流

ILXleak Lxリーク電流

IEXTH EXT“H”出力電流

IEXTL EXT“L”出力電流

VCEH1 CE“H”レベル1

VCEL1 CE“L”レベル1

VCEH2 CE“H”レベル2

VCEL2 CE“L”レベル2

ICEH CE“H”入力電流

ICEL CE“L”入力電流

fosc 発振周波数

Maxdty 最大デューティ比

tstart スロースタート時間＊1

VLXlim VLX制限電圧＊2

測　定　条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

2.925 3.000 3.075 V

8 V

IOUT＝1mA、VIN：0→2V 0.8 0.9 V

IOUT＝1mA、VIN：2→0V 0.7 V

70 85 ％

OUT端子を測定 30 50 µA

OUT端子を測定、VIN＝3.5V 2 5 µA

VLX＝0.4V 60 mA

VLX＝6V、VIN＝3.5V 0.5 µA

VEXT＝VOUT－0.4V －1.5 mA

VEXT＝0.4V 1.5 mA

VOUT≧1.5V VOUT–0.4 V

VOUT≧1.5V 0.4 V

0.8V≦VOUT＜1.5V VOUT–0.1 V

0.8V≦VOUT＜1.5V 0.1 V

CE＝3V 0.5 µA

CE＝0V －0.5 µA

80 100 120 kHz

on (VLX“L”)側 70 80 90 ％

VOUT＝3Vに達する時間 0.5 2.0 ms

Lxスイッチon時 0.65 0.8 1.0 V

VOUT＝3.0V

指定の無いとき：VIN＝1.8V、VSS＝0V、IOUT＝10mA、Topt＝25℃、基本回路例（図3）の外付け回路

＊1）スロースタート回路のシーケンスは次の通りです。
VIN印加→約200µs間基準電圧源Vref＝0Vに保持→この間に誤差増幅回路出力＝“H”へ→Vrefが立ち上がった後、誤差増幅
回路出力が内部位相補償回路の作用により少しずつ適正値まで下がる。出力もそれに合わせて徐々に上がる。

＊2）ILXはLxスイッチon後徐々に増加し、これにともないVLXも大きくなります。VLXlimまで達すると、Lxスイッチ保護回路によりLx

スイッチをoffします。
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● RH5RH503B

記　号 項　　目

VOUT 出力電圧

VIN 最大入力電圧

Vstart 動作開始電圧

Vhold 動作保持電圧

η 効率

IDD1 消費電流1

IDD2 消費電流2

ILX Lxスイッチ電流

ILXleak Lxリーク電流

IEXTH EXT“H”出力電流

IEXTL EXT“L”出力電流

VCEH1 CE“H”レベル1

VCEL1 CE“L”レベル1

VCEH2 CE“H”レベル2

VCEL2 CE“L”レベル2

ICEH CE“H”入力電流

ICEL CE“L”入力電流

fosc 発振周波数

Maxdty 最大デューティ比

tstart スロースタート時間＊1

VLXlim VLX制限電圧＊2

測　定　条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

4.875 5.000 5.125 V

8 V

IOUT＝1mA、VIN：0→2V 0.8 0.9 V

IOUT＝1mA、VIN：2→0V 0.7 V

70 85 ％

OUT端子を測定 60 90 µA

OUT端子を測定、VIN＝5.5V 2 5 µA

VLX＝0.4V 80 mA

VLX＝6V、VIN＝5.5V 0.5 µA

VEXT＝VOUT－0.4V －2.0 mA

VEXT＝0.4V 2.0 mA

VOUT≧1.5V VOUT–0.4 V

VOUT≧1.5V 0.4 V

0.8V≦VOUT＜1.5V VOUT–0.1 V

0.8V≦VOUT＜1.5V 0.1 V

CE＝5V 0.5 µA

CE＝0V －0.5 µA

80 100 120 kHz

on (VLX“L”)側 70 80 90 ％

VOUT＝5Vに達する時間 0.5 2.0 ms

Lxスイッチon時 0.65 0.8 1.0 V

VOUT＝5.0V

指定の無いとき：VIN＝3V、VSS＝0V、IOUT＝10mA、Topt＝25℃、基本回路例（図3）の外付け回路

＊1）スロースタート回路のシーケンスは次の通りです。
VIN印加→約200µs間基準電圧源Vref＝0Vに保持→この間に誤差増幅回路出力＝“H”へ→Vrefが立ち上がった後、誤差増幅
回路出力が内部位相補償回路の作用により少しずつ適正値まで下がる。出力もそれに合わせて徐々に上がる。

＊2）ILXはLxスイッチon後徐々に増加し、これにともないVLXも大きくなります。VLXlimまで達すると、Lxスイッチ保護回路によりLx

スイッチをoffします。
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■昇圧DC/DCコンバータの動作と出力電流

昇圧DC/DCコンバータは、LxトランジスタがON時にこのエネルギーを入力電源にのせて開放することにより、入
力電圧より高い出力電圧を得ています。図に従って説明します

Step 1. Lx TrがONし、電流IL＝ilが流れ、Lにエネルギーがチャージされます。このとき、Lx TrのONしている時
間（ton）に比例してIL＝ilはIL＝ILmin＝0から増加し、ILmaxに達します。

Step 2. Lx TrがOFFすると、LはIL＝ILmaxを保とうとするため、ショットキー・ダイオード（SD）をONし、電
流IL＝i2を流します。

Step 3. IL＝i2は徐々に減少し、topen時間後、IL＝ILmin＝0となってSDはOFFします。
但し、後述の連続モードの場合、IL＝ILmin＝0になる前にtoff時間が無くなり、次のサイクルに入ってLx
TrがONし、SDがOFFします。この場合、ILmin＞0が残っているため、IL＝il＝ILmin＞0から増加して
行くことになります。

PWM制御方式の場合、単位時間当たりの昇圧回数（fosc）を一定とし、tonをコントロールすることによって出
力電圧を一定に保っています。

〈基本回路図〉�

i2

L SD IOUT

VOUT

CLLx Tr

i1VIN

〈Lに流れる電流〉�

IL

ILmin
ILmax

topen

t

ton toff

T=1/fosc

●断続モードと連続モード

昇圧動作が一定状態で安定しているとき、コイルに流れる電流の最大値（ILmax）と最小値（ILmin）は上に示し
たように、Lx TrがONしているときとOFFしているときとで同じになります。このILmaxとILminの差を∆ Iとすると、

∆ I＝ILmax－ILmin＝VIN・ton/L＝ (VOUT－VIN) ・topen/L....................................................式1

但し、T＝1/fosc＝ton＋toff
duty (％) ＝ton/T・100＝ton・fosc・100
topen≦toff

の関係があります。左辺がON時、右辺がOFF時の電流変化量を示します。
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出力電流（IOUT）が比較的小さいときは、上の図に示すようにtopen＜toffとなります。この場合、コイルにtonの
間に蓄積されたエネルギーがtoffの間に全て開放され、ILmin＝0となります。IOUTを徐々にとっていくと、ついに
topen＝toffとなり、さらにIOUTをとるとILmin＞0となります。前者を断絶モード（非連続モード）、後者を連続モ
ードと呼びます。

連続モードにおいて、tonについて式1を解いて、その解をtoncとすると、

tonc＝T・(1－VIN/VOUT) ..............................................................................................................式2

となります。ton＜toncのときは断続モード、ton＝toncのときが連続モードとなります。

●断続モードの出力電流

エネルギーの受渡しを考えることによって出力電流をもとめます。
まず、断続モードについて、LxトランジスタがONしているときにコイルに蓄えられるエネルギーは、

PON＝∫0
ton VIN・IL (t) dt＝∫0

ton (VIN2・t/L) dt
＝VIN2・ton2/(2・L)................................................................................................................式3

昇圧タイプの場合、OFF時にもエネルギーが入力電源から供給されますので、

POFF＝∫0
topen VIN・IL (t) dt＝∫0

topen ((VOUT－VIN)・t/L) dt
＝VIN・(VOUT－VIN)・topen2/(2・L)

ここで、式1よりtopen＝VIN・ton/(VOUT－VIN)となるので、代入して、

＝VIN3・ton2/(2・L・(VOUT－VIN))....................................................................................式4

式3、4の和をTで割ったものが入力電力となります。これがすべて出力に変換されたとすると、

PIN＝(PON＋POFF)/T＝VOUT・IOUT＝POUT ...............................................................................式5

式3、4を代入してIOUTについて解くと、

IOUT＝VIN2・ton2/(2・L・T・(VOUT－VIN)).............................................................................式6

となります。

このとき、L・Lx Tr・SDに流れるピーク電流は、

ILmax＝VIN・ton/L........................................................................................................................式7

です。ILmaxに注意して入出力条件、周辺部品を決定する必要があります。
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●連続モードの出力電流

IOUTを大きくとって連続モードに入るとILmin＝Iconst＞0が常時コイルに流れるようになります。よって、式5の
PINにVIN・Iconstが足されることになるので

PIN＝VIN・Iconst＋(PON＋POFF)/T＝VOUT・IOUT＝POUT

IOUTについて解くと、

IOUT＝VIN2・tonc2/(2・L・T・(VOUT－VIN))＋VIN・Iconst/VOUT ......................................式8

となります。

このとき、L・Lx Tr・SDに流れるピーク電流は、

ILmax＝VIN・ton/L＋Iconst.........................................................................................................式9

です。
式6～9から、Lの値が大きいほど負荷に対して早く連続モードに入り、かつ、ILmaxとILmin差が小さくなり、

ILmaxの値も小さくなることが分かります。
よって、同じ負荷に対しては、Lの値が大きいほど周辺部品に対する負荷が小さく、リップルも小さくなって有利

となります。但しLの電流容量が厳しくなり、また、VINが低く連続モードに入れない時に、式6によりIOUTが小さく
なるので注意が必要です。

以上の説明は理想的な場合の計算で、外付け部品やLx SWでのロスが含まれておりません。実際の最大出力電流は上
記の50～80％となります。特にILが大きいときやVINが低いときはLx SWによる電圧降下分だけVINをロスするので注
意が必要です。また、VOUTについては、ダイオードのVf分（ショットキー・タイプで0.3V程度）を考慮する必要があ
ります。
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■特性例

1）出力電圧対出力電流特性例
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2）効率対出力電流特性例

L=120µH

VIN=1.0V

1.5V

2.0V

0 10 20 30

90

80

70

60

50

40

出力電流 IOUT(mA)

効
率
 η

(%
)

RH5RH301A
L=270µH

1.5V

2.0V

0 10 20 30 40

90

100

80

70

60

50

40

出力電流 IOUT(mA)
効
率
 η

(%
)

VIN=1.0V

RH5RH301A

L=120µH

VIN=1.0V

3.0V

4.0V

0 50 100 150

90

100

80

70

60

50

40

出力電流 IOUT(mA)

効
率

 η
(%

)

2.0V

RH5RH501A
L=270µH

VIN=
  1.0V

3.0V

4.0V

2.0V

0 50 100 150

90

100

80

70

60

50

40

出力電流 IOUT(mA)

効
率
 η

(%
)

RH5RH501A

L = 28µH

VIN=0.9V

2.0V 2.5V

0 200 400 600

80

100

60

40

20

  0

出力電流 IOUT(mA)

効
率

 η
(%

)

1.5V

RH5RH302B
L=28µH

VIN=1.5V

3.0V 4.0V

2.0V

0 500 1000

80

100

60

40

20

  0

出力電流 IOUT(mA)

効
率

 η
(%

)

RH5RH502B



15

RH5RH

3）無負荷時入力電流対入力電圧特性例

4）リップル電圧対出力電流特性例
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5）動作開始電圧/保持電圧対出力電流特性例（Topt＝25℃）
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6）出力電圧対周囲温度特性例

L=28µH
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7）動作開始電圧対周囲温度特性例 8）動作保持電圧対周囲温度特性例

9）消費電流1対周囲温度特性例 10）消費電流2対周囲温度特性例

11）Lxスイッチ電流対周囲温度特性例 12）Lxリーク電流対周囲温度特性例
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13）発振周波数対周囲温度特性例

14）最大デューティ比対周囲温度特性例
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16）EXT“H”出力電流対周囲温度特性例 17）EXT“Ｌ”出力電流対周囲温度特性例

15）VLX制限電圧対周囲温度特性例
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18）負荷過渡応答特性例
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19）出力電圧バラツキ例
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20）発振周波数バラツキ例
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53~54
52~53
51~52
50~51
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47~48
46~47
45~46
44~45
43~44
42~43
41~42
40~41
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■基本回路例

VIN

Inductor

Diode

Lx OUT

Vss

VOUT

+

Capacitor

部品例　コイル（L） ：120µH（スミダ電機CM-5）
ダイオード（D） ：MA721  （松下電子、ショットキータイプ）
コンデンサ（CL）：22µF   （タンタルタイプ）

●RH5RH××1Aタイプ

VIN

Inductor
Diode

OUT

Vss

VOUT

+

Capacitor

Cb

Rb
Tr

EXT

部品例　コイル（L） ：28µH（トロイダルコアタイプ）
ダイオード（D） ：HRP22（日立、ショットキータイプ）
コンデンサ（CL） ：100µF（タンタルタイプ）
トランジスタ（Tr） ：2SD1628G
ベース抵抗（Rb） ：300Ω
ベースコンデンサ（Cb）：0.01µF

●RH5RH××2Bタイプ

図1

図2
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VIN

Inductor

Diode

Lx OUT

Vss

VOUT

+

Capacitor

EXT

CE

NC

部品例　コイル（L） ：120µH （スミダ電機CM-5）
ダイオード（D） ：MA721（松下電子、ショットキータイプ）
コンデンサ（CL）：22µF   （タンタルタイプ）

●RH5RH××3Bタイプ

図3

VIN

Inductor
Diode

Lx
OUT

Vss

VOUT

+

Capacitor

Cb

Rb
Tr

EXT

CE

NC

部品例　コイル（L） ：28µH   （トロイダルコアタイプ）
ダイオード（D） ：HRP22（日立、ショットキータイプ）
コンデンサ（CL） ：100µF （タンタルタイプ）
トランジスタ（Tr） ：2SD1628G
ベース抵抗（Rb） ：300Ω
ベースコンデンサ（Cb）：0.01µF

図4
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VIN

Inductor

Diode

Lx OUT

Vss

VOUT

+
Capacitor

EXT

CE

NC

RH5RH××3B

Pull-up
resistor

Tr

CE

●CE端子駆動回路

図5
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■応用回路例

VIN

Inductor
Diode

OUT

Vss

VOUT

+
Capacitor

EXT

ZD:6.8V
RH5RH502B

Tr

Cb

RZD

Rb

Starter Circuit

●12V昇圧回路

図6

＊）軽負荷時、出力が安定しない場合、RZDを追加して、ツェナーダイオードZDにバイアス電流を流して下さい。

VIN

Inductor

Diode

OUT

Vss

VOUT

+
Capacitor

RH5RH××1A

TrPNP

Lx
Rb1

Rb2

Starter Circuit

●降圧回路

図7

＊）PNP TrがOFFの時、Lx端子電圧が定格を超える場合は、RH5RH××2Bを用い、外付けNPN TrにてPNP Trをドライブして
下さい。
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VIN

Trans1:1
Diode

OUT

Vss

VOUT

+
Capacitor

Lx

RH5RH××1A

Starter Circuit

●フライバック昇降圧回路

図8

＊）出力電流等によって、RH5RH××2Bを使用して下さい。

＊以上の回路はすべてスタート回路が必要です。

1. 昇圧用�

として下さい。�

2. 降圧/昇降圧用�

として下さい。�

ZDST：2.5V以上、IC出力設定電圧以下のもの�
RST：ZDST、Trバイアス用　数k～数百kΩ

ZDST

RST
Tr

VOUT side

VOUT side

VIN side

VIN side
Starter Circuit

Starter Circuit
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使用上の注意点

本ICを使用される際、次の点に注意してください。
●外付け部品を極力ICの近くに置き、配線を短くしてください。特に、OUT端子に接続されているコンデンサは最短距
離で配線してください。
●グランド配線を十分強化してください。VSS端子にはスイッチングによる大電流が流れます。
VSS配線のインピーダンスが高いとIC内部の電位がスイッチング電流により変動し、動作が不安定になることがありま
す。
●コンデンサの容量は10µF以上とし、タンタルコンデンサ等の高周波特性の良いものを使用してください。また、Lxト
ランジスタがoffするときに、コイルの作用によりスパイク状の高い電圧を発生することがありますので、コンデンサの
耐圧は出力設定電圧の3倍以上のものを使用されるようおすすめいたします。
●コイルの選択にご注意下さい。直流抵抗が小さく、許容電流が十分有り磁気飽和しにくいものを選んでください。ま
た、コイルのインダクタンス値が小さすぎると最大負荷時にILXが絶対最大定格を超える可能性があります。適正な値
を選択してください。（出力電流と周辺部品の選択参照）
●ダイオードにはショットキータイプのスイッチング速度の速いものを選んでください。また、電流容量にご注意くださ
い。（出力電流と周辺部品の選択参照）
●本ICにはスロースタート回路が設けてありますが、周辺回路や入出力条件により、出力電圧のオーバーシュートが生
じることが有ります。特に、入力電圧の立ち上がりが遅い場合顕著になります。問題となる場合、出力（OUT端子）
をツェナーダイオードにてクランプする等の対策を取ってください。
●入出力の変動に対する過渡応答特性は、発振防止のため、内部位相補正回路により若干遅く設定されています。こ
のため、出力電圧のオーバーシュート・アンダーシュートが生じることがありますのでご注意ください。
●内部位相補償回路は十分考慮して設定されていますが、外付け条件により発振する場合があります。特にコイルの値
を大きくした場合注意が必要です。

本ICを用いた電源回路の性能は周辺回路に大きく依存します。周辺部品の設定には十分注意してください。特に各部品、基板

パターンおよび本ICについて各定格値（電圧、電流、電力）を超えないように周辺回路を設計してください。


